
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL53916B11）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

南アフリカ
共和国 C103 野菜栽培 個別 交替

2代目 2年 ・2017/1 ・2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

農林水産省

2）配属機関名（日本語）

モディモレ農業サービスセンター

3）任地（ ﾘﾝﾎﾟﾎﾟ州ｳｫｰﾀﾊﾞｰｸﾞ郡ﾓﾃﾞｨﾓﾚ町 ） JICA事務所の所在地（ プレトリア ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 3.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は同国北部に位置するリンポポ州農業省傘下の農業普及指導サービスを実施する政府機関。現地ではサービスセ
ンターと呼ばれ、農業普及員が配置され、農家を訪問する巡回指導やセンターでの講習会を通じた農家の能力向上を行っ
ている。同センターは半径約100kmの範囲内にある農家を管轄している。首都からの距離が近いため、管轄している農
家の中には大規模農家も含まれており、また栽培している野菜の種類も多い。農家はセンターの年間予算は約6800万円
で職員17名、うち農業普及員13名の配置となっている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同国ではかつてのアパルトヘイト体制を克服し、黒人の経済力強化支援である「ブラック･エコノミックエンパワーメン
ト政策」を進めてきており、その一つである黒人小規模農家の強化では、自給自足の農家から商業ベースの農家への成
長を目指している。管轄する農家の中には、支援の必要が少ない大規模農家もあるが、一方で経営能力の低い規模の小
さな農家は資金面、技術面に苦労している現状がある。前任者は地域の農家に対して、より価値の高い作物栽培の提案、
栽培方法の指導、ビジネスプランの提案などを働きかけ、収入向上に繋がる取り組みを行ったが、今後とも同様の支援
の必要性が挙げられたため、後任ボランティアの要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

ボランティアは同僚の農業普及員と共に以下の活動を行う。

1.配属先が管轄する農家を訪問し、各農家の活動規模、栽培作物、農機具や農薬などの支出と収入、各農家が抱えてい
る問題点など、任地の農家の活動内容を把握する。
2.配属先において農業普及員と共に、各農家に対するビジネスプランを考える。プランの中には栽培作物の変更や栽培
時期の変更など盛り込む。
3.新しいビジネスプランの実施のために、農家に対する栽培指導、帳簿付け、作物の保存等について支援を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務所スペース

4）配属先同僚及び活動対象者

センターマネージャー 男性 50代
農業普及員 男女 13名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（男性）　備考：治安上の理由

[学歴]：（大卒）農学　備考：同僚と同レベル

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：農家とのやり取り
に農業知識が必要

任地での乗物利用の必要性

自転車

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（5～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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